






(Transnational Institute in Amsterdam)のフェローで,現在, FONDAD★
(Forum on Debt and Development)においてコーディネイターとして第三
世界の債務問題にかかわっているJan Joost Teunissen, `The International







































女FONDADis an international debt programme initiated by the Dutch development 
NGOs Interchurch Coordinating Committee on Development Projects (ICCO)， 
Nether1ands Organisation for International Development Cooperation (NOVIB) and 
the Catholic Organisation for Joint Financing of Development Programmes 






























































































































































































































































































































































クレーゲル(Jan A. Kregel)はアメリカの経済学者で， ~政治経済学の再
建:ケインズ後の経済学および資本論入門~ (The Reconstrnct"on 01 Political 
Economy:・αnIntroductionωPost-Keynesian Economics and Theoη 01 
Cα~pital) という，イムプレッシプなタイトルの本の著者である。彼はプリス
トル，サウザンプトン，ルーヴァン，ボローニヤで講議をおこなってきた。
彼はイタリア産業総連盟 (GeneralConfederation of Italian Industryーイタ
リアの経営者の組識)に勤務し，数年間，オランダのグローニンゲン大学
訳註 2)
(the University of Groningen)で金融論の.教授をつとめた。 1985年の終り
に，彼はジョン・ホプキンス大学ボローニヤセンター (theBologna Center 






















































































































































































「私の著書『金とドルの危機~ (Gold and .the Dollar Crisis)はジョン・ケネデ
















































































(Euroρe and the Money Muddle)という書物のなかで展開されている。 トリ
フィンはその提案をさらに彼の古典， w金とドルの危機』のなかで推敵した。
同書は1960年に出版されたが，提案の大部分はすでに1959年の前半に，イタ
リアの‘BancaNazionale del Lavoro誌で発表されていた。 トリフィンの
プランは多くの人の注目をヲ|いたので，ほどなくそのプランをアメリカ議会





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































利は 6ヵ月毎に調整されました。かくて 6ヵ月毎に資本勘定 (capitalac-
count)を建て直さなければならなくなったんです。当初，金利は 3%で，イ
ンフレ率を差し引けばマイナスの金利でした。しかしその後，金利は 3%か


























































































































































































ての貸し手 Oenderof last resort)の役割を果たすどころか，アメリカは今

















































































































































































































































































































































































3 )原文 (P.369)では上昇 (upwardmovements)となっているが，これば下落
(downward movements)の誤りである。
4 )原文 (P.379)では民間銀行 (privatebanks)となっているが，これは中央銀
行 (centralbanks)の誤りである。
付記
本翻訳は昭和62年度文部省在外研究の成果の一部である。
